
1. トンボ・ヤゴの生態について

講師：ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ･ﾈｯﾄﾜｰｸ中部 宇野先生

トンボの標本展示、実物ヤゴ展示

・日本にいるトンボの種類

・池が好きなヤゴと川が好きなヤゴ

・長生きするヤゴ

・早くトンボになるヤゴ

・トンボが卵を産む場所の違い

・ヤゴの飼育方法の説明

2. ヤゴの観察・ヤゴに触れる

3. 参加者の声

【子どもたちより】

・ヤゴが水の中で何回も脱皮することを知ってびっくりした！

・オニヤンマのヤゴ、1年目と3年目で大きさが全然ちがってすごかっ

た。オニヤンマがカッコいい！！

・ヤゴが大好きになった！

・がんばって育ててトンボにしたい。

・地球のために、沢山ご飯を食べて田んぼを減らさないようしたい。

【保護者の方より】

・日本に200種類もトンボがいるなんて知らなかった！

・ヤゴのまま7〜8年も生きる種類（ムカシトンボ）がいることに驚き

ました。

・田んぼが減るとトンボも減る。自然のつながりや大切さを改めて実感

しました。

・本物の生き物に触れながら、ここまで深く学べて大満足です。

・自宅で飼育用のヤゴを一匹選ぶ
・飼育方法の説明（餌やり・水槽の手入れ）
・赤虫の配布（保管方法・与える時間や量）

ヤゴ（トンボの幼虫）を育ててみよう！
５月30日(土)10:00～11:30 ★ 参加人数 子ども16名、大人12名 ★
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